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種観の変遷を調査することにより︑日本を含む東アジア人全般へ向けられた黄色人種への西洋側の視点を提示する︒と同時に︑本書では一般的な人種観に対しても光が当てられており︑それゆえ人種観を包括し︑ おかつ形成を導く人的外観や風習についての個別的言及が数多く列挙されている︒これら豊富な情報量研究の中で︑ややないものねだりの読了後の感を記すならば︑ ﹁表象﹂としての個別的言及か 共通部分 抜き出して得た黄色人種の﹁概念﹂に対する著者の語りにさらに深く傾聴 たい いう思いを禁じえなかった︒しかしながら︑これ 関しては︑著者が今後刊行される第二巻の研究成果を併せた議論で言及 くださることをお願いしたく思う︒　
以
上︑これまで紹介してきたように︑本書は文献学的観点から
極めて詳細にテキスト分析された重要な著作である︒また︑様々な社会的メカニズムを通して︑人種の区別がどのように認識ていったのかを実証的に分析する本書の内容は︑歴史研究書という枠組みを越えて︑現代の我々が直面する人種観を介在した多くの問題をどのように捉え︑立ち向かえば良いのか︑その視座を与えるものでもある︒さらに 生物学的に文化を分断する ではなく︑より文化風俗的な側面から各地域 住む人間 区別していた﹁人種﹂誕生前に生きた人々の視点から学ぶ意義についても︑本書は読者に対して大いに語っ くれるであろう︒
